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黒石市議会では市民の皆さんに広く議会のことを
知っていただくため「黒石市議会だより」を発行する
ことになりました。これまで市議会では議会改革推
進委員会を設置し議会改革に取り組んでまいりまし
た。議会改革の一環として発行するこの議会だより
は、議員で組織した議会だより編集委員会が中心に
なって作成するもので、年４回の発行を予定してお
ります。このたび初めて発行する創刊号には、さき
に行われた３月議会で審議された議案や一般質問な
どの内容を掲載しております。今後も市民にわかり
やすい議会だよりを目指しますので、どうかご愛読
のほどよろしくお願いいたします。

議長 中田 博文

「市民にひらかれた議会をめざして」



黒 石 市 議 会 だ よ り 平成 25年６月１日（2）

中な
か

田た

博ひ
ろ

文ふ
み

議 長

北き
た

山や
ま

一か
ず

衛え

副議長

村む
ら

上か
み

隆た
か

昭あ
き

（浅瀬石４）
会 長

工く

藤ど
う

俊と
し

広ひ
ろ

（岩木町）
副会長

（議員の任期：平成２３年５月から平成２７年４月）

北き
た

山や
ま

一か
ず

衛え

（浅瀬石８）
幹事長

大お
お

溝み
ぞ

雅ま
さ

昭あ
き

（元 町）
副幹事長

大お
お

久く

保ぼ

朝と
も

泰や
す

（三島２）
事務局長

工く

藤ど
う

和か
ず

行ゆ
き

（追子野木３）
会 計

中な
か

田た

博ひ
ろ

文ふ
み

（境松１）

村む
ら

上か
み

啓け
い

二じ

（派立子）

今い
ま

井い

敬た
か
し

（追子野木１）

黒く
ろ

石い
し

ナ
ナ

な

な

子こ

（南中野）

佐さ

々さ

木き

隆ゆ
た
か

（浦町２）
会 長

山や
ま

田だ

鉱こ
う

一い
ち

（福 民）
幹事長

後ご

藤と
う

秀ひ
で

憲の
り

（高賀野２）
会 計

福ふ
く

士し

幸ゆ
き

雄お

（中十川）

工く

藤ど
う

和か
ず

子こ

（派 村）

工く

藤ど
う

禎て
い

子こ

（二双子）

自民・公明クラブ

黒石市民クラブ

日 本 共 産 党 ●常任委員会（平成２５年５月１日現在）
（議案等を詳しく審査するために設置され、各議員は必ずいずれかの委員会に属しています。任期は２年です。）

・総務教育
委員長 大溝 雅昭 副委員長 工藤 和行 委 員 中田 博文
委 員 工藤 禎子 委 員 後藤 秀憲 委 員 北山 一衛

・経済建設
委員長 大久保朝泰 副委員長 黒石ナナ子
委 員 工藤 和子 委 員 山田 鉱一 委 員 村上 隆昭

・民生福祉
委員長 工藤 俊広 副委員長 今井 敬
委 員 佐々木 隆 委 員 福士 幸雄 委 員 村上 啓二

●議会運営委員会（平成２５年５月１日現在）
（議会が円滑に運営できるよう、会議の進め方などを協議するため必要に応じて開かれます。任期は２年です。）

委員長 村上 隆昭 副委員長 大溝 雅昭 委 員 黒石ナナ子
委 員 今井 敬 委 員 後藤 秀憲 委 員 山田 鉱一

●広域連合・一部事務組合議会（平成２５年５月１日現在）
青森県後期高齢者医療広域連合議会議員 中田 博文
津軽広域連合議会議員 福士 幸雄 村上 隆昭
黒石地区清掃施設組合議会議員 工藤 和行 大溝 雅昭
黒石地区消防事務組合議会議員 大久保朝泰 工藤 和子

議 会 の 構 成
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黒 石 市 議 会 だ よ り（3）平成 25年６月１日

問

観
光
大
使
事
業
の

活
動
実
績
と
成
果
、
定
期

総
会
や
交
流
会
開
催
の
考

え
は
。

答

観
光
大
使
に
は
、
35

人
を
委
嘱
し
全
国
各
地
で

Ｐ
Ｒ
活
動
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
一
部
有

志
の
方
々
か
ら
は
、
全
国
ず

ぐ
り
回
し
選
手
権
の
副
賞

と
し
て
「
見
聞
遊
学
奨
励
金

10
万
円
」
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
交
流
会
は
、

東
京
黒
石
会
の
総
会
前
後

に
懇
談
会
を
開
催
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問

黒
石
市
の
小
・
中
学

校
に
お
い
て
、
体
罰
の
実

態
は
ど
う
か
。

答

体
罰
の
実
態
に
つ
い

て
は
、
文
部
科
学
省
か
ら
県

教
育
委
員
会
を
通
じ
て
調

査
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

黒
石
市
で
は
小
・
中
学
校
に

お
い
て
２
月
１
日
か
ら
22

日
ま
で
児
童
生
徒
、
保
護

者
、
教
育
職
員
に
対
し
て
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

県
教
育
委
員
会
へ
報
告
を

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
県
教

育
委
員
会
か
ら
の
精
査
結

果
を
待
っ
て
対
応
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問

第
９
回
羽
州
街
道

交
流
会
黒
石
大
会
の
具
体

的
な
開
催
計
画
は
。

答

黒
石
大
会
で
は
、
大

き
な
Ｐ
Ｒ
効
果
が
期
待
で

き
る
の
で
、
今
年
の
11
月

上
旬
に
は
羽
州
街
道
・
脇

街
道
を
旅
し
た
「
日
本
奥

地
紀
行
」
で
知
ら
れ
る
イ

ギ
リ
ス
の
女
性
旅
行
家
イ

ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
に
ち
な

ん
だ
軌
跡
探
訪
会
の
開

催
、
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
を
企
画
し
て
い

ま
す
。

問

２
０
１
４
年
は
国

際
農
家
年
、
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
全
市
に
。

答

現
在
、
山
形
地
区
に

お
い
て
県
外
の
修
学
旅
行

生
な
ど
農
業
体
験
や
民
泊

な
ど
を
実
践
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
16
軒
の
農

家
で
６
７
１
人
を
受
け
入

れ
ま
し
た
。
近
年
は
参
加

す
る
農
家
が
減
少
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
受
け
入
れ

農
家
の
拡
大
、
販
売
戦
略

や
Ｐ
Ｒ
活
動
の
強
化
な

ど
、
で
き
る
限
り
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

平成25年第１回定例会
平成 25年第１回定例会は、３月６日から３月 18日までの 13日間にわたって開かれ、市長提出の７報
告・48議案と議員提出の３議案を、いずれも原案どおり承認・報告・可決・同意しました。
また、黒石図書館づくり市民の会（須藤重昭会長）から提出された「黒石市立図書館設置条例」の制定
を求める陳情を全会一致で採択しました。
各議案の議決結果と各会派の賛否一覧は７ページをご覧ください。

一 般 質 問
一般質問は、３月12日、13 日の２日間行われ、11人の議員が市の諸問題についての質問をしました。

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

大
久
保

お
お
く
ぼ

朝
泰

と
も
や
す

議
員

見聞遊学奨励金贈呈式

修学旅行生の農作業体験

黒
石

く
ろ
い
し

ナ
ナ
子

な
な
こ

議
員

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

中野もみじ山
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黒 石 市 議 会 だ よ り 平成 25年６月１日（4）

問

市
社
協
で
の
介
護
保

険
横
領
事
件
発
生
、
市
か
ら

助
成
を
受
け
、
地
域
の
福
祉

増
進
を
担
い
、
住
民
の
信
頼

の
上
に
成
り
立
つ
組
織
で
あ

る
は
ず
。
二
度
と
再
発
さ
せ

な
い
た
め
の
指
導
対
応
は
。

答

人
事
配
置
を
整
え
、

管
理
体
制
を
強
化
し
、
市
民

の
信
頼
を
取
り
戻
す
よ
う

強
く
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

問

全
国
的
な
医
師
不
足

の
中
、
青
森
県
は
第
二
位
で

深
刻
な
医
師
不
足
、
当
市
で

も
医
療
事
故
発
生
、
黒
石
病

院
の
安
全
管
理
体
制
と
医

師
不
足
の
対
応
は
。

答

弘
大
医
学
部
等
関

係
機
関
と
連
携
強
化
、
増

員
を
要
請
中
、
ま
た
質
の

高
い
看
護
提
供
の
た
め
看

護
系
職
員
の
増
員
が
必
要

で
医
師
看
護
師
確
保
に
あ

ら
ゆ
る
方
策
を
用
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問

「
国
民
皆
保
険
制

度
」
が
揺
ら
ぐ
中
「
国
保

税
の
地
域
間
格
差
」
も
青

森
県
で
は
最
大
1.7
倍
に
達

し
「
保
険
料
が
高
い
」
等

不
満
の
声
が
聞
こ
え
る

が
、
当
市
に
お
け
る
国
保

財
政
の
見
通
し
と
国
保
税

の
見
直
し
は
あ
る
の
か
。

答

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

大
流
行
し
な
い
限
り
国
保

財
政
は
黒
字
で
推
移
し
て

い
く
も
の
と
考
え
て
お
り

現
状
国
保
税
見
直
し
引
き

上
げ
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問

福
祉
複
合
施
設
整

備
事
業
の
財
源
内
訳
は
。

ま
た
、
土
地
開
発
公
社
の

解
散
の
た
め
の
３
セ
ク
債

の
実
質
公
債
費
比
率
へ
の

影
響
と
今
後
の
推
移
は
。

答

事
業
費
約
１
億
６

千
６
０
０
万
円
の
内
、

国
・
県
の
補
助
金
２
千
７

８
０
万
円
、
起
債
が
１
億

１
千
４
４
０
万
円
、
一
般

財
源
が
２
千
３
８
０
万
円

と
な
り
ま
す
。

実
質
公
債
費
比
率
は

平
成
24
年
度
末
で
23
％
台

に
、
平
成
25
年
度
決
算
で

22
％
台
に
な
る
見
込
み
。

３
セ
ク
債
を
10
億
５
千
万

円
発
行
す
る
と
、
償
還
開

始
の
平
成
26
年
度
で
0.4
、

平
成
27
年
度
で
0.9
、
平
成

28
年
度
以
降
は
1.3
ポ
イ
ン

ト
の
増
と
な
る
が
、
当
面

22
％
台
で
推
移
す
る
見
込

み
で
す
。

問

市
民
文
化
会
館
の
再

開
先
送
り
に
つ
い
て
、
弱

者
優
先
を
理
由
の
一
つ
に

し
た
。
市
長
は
「
断
腸
の

思
い
」
と
し
た
そ
の
決
断

に
至
っ
た
考
え
は
。

答

福
祉
複
合
施
設
を
優

先
し
た
の
は
、
現
有
施
設
の

老
朽
化
が
著
し
く
、利
用
者
、

特
に
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

確
保
す
る
必
要
と
、
緊
急
性

の
高
い
こ
と
か
ら
決
断
し
ま

し
た
。
文
化
会
館
の
再
開
は

決
し
て
あ
き
ら
め
た
わ
け
で

な
く
財
政
環
境
を
整
え
な
が

ら
一
日
で
も
早
く
実
現
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

高
齢
者
見
守
り
・

生
活
支
援
事
業
、
生
活

習
慣
病
予
防
モ
デ
ル
地

区
活
動
な
ど
25
年
度
に

計
画
し
て
い
る
主
要
施

策
は
。

答

高
齢
者
見
守
り
・

生
活
支
援
事
業
は
６
つ

の
事
業
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
単
身
高
齢
者

宅
に
市
の
刊
行
物
な
ど

を
定
期
的
に
宅
配
す
る

高
齢
者
見
守
り
宅
配
便

事
業
は
全
国
に
先
が
け

て
行
う
事
業
で
、
直
接
安

否
を
確
認
す
る
の
が
原

則
で
す
。
生
活
習
慣
病

予
防
モ
デ
ル
地
区
活
動

は
糖
尿
病
患
者
の
割
合

が
高
い
西
部
地
区
に
全

保
健
師
を
投
入
し
、
検
診

受
診
率
の
向
上
や
生
活

指
導
を
行
い
、
健
康
寿

命
・
平
均
寿
命
ア
ッ
プ
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

問

豪
雪
の
被
害
状
況

積
雪
・
降
雪
量
の
調
査
は
。

答

気
象
庁
に
よ
る
積

雪
・
降
雪
量
の
観
測
施
設

が
な
い
た
め
報
道
機
関

に
当
市
の
状
況
が
反
映

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
県

の
調
査
で
降
雪
量
は
６

９
４
㎝
歴
代
４
位
、
積
雪

深
は
１
８
０
㎝
で
過
去

最
高
。
市
街
地
除
雪
回

数
は
今
ま
で
23
回
出
動

し
ま
し
た
。

大
溝

お
お
み
ぞ

雅
昭

ま
さ
あ
き

議
員

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

市民文化会館

黒石病院

今
井

い
ま
い

敬 た
か
し

議
員

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

工
藤

く
ど
う

和
行

か
ず
ゆ
き

議
員

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ
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黒 石 市 議 会 だ よ り（5）平成 25年６月１日

問

平
均
寿
命
全
国
ワ
ー

ス
ト
１
位
の
青
森
県
、
健

康
長
寿
市
を
目
指
し
て
い

る
市
の
平
均
寿
命
は
。

答

平
成
17
年
市
町
村

別
生
命
表
で
は
、
市
の
男

性
の
平
均
寿
命
は
75
・
７

歳
、
女
性
は
83
・
９
歳
で

あ
り
、
県
内
で
は
そ
れ
ぞ

れ
下
か
ら
８
番
目
と
２
番

目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問

県
に
対
し
て
の
重

点
要
望
は
。

答

若
年
層
の
死
亡
率

を
下
げ
る
こ
と
が
最
も
効

果
的
で
あ
る
た
め
、
市
で

は
就
学
前
児
童
の
医
療
費

無
料
化
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
県
に
対
し
て
、
市
で

は
義
務
教
育
終
了
ま
で
実

施
で
き
る
よ
う
要
望
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問

市
の
保
健
師
と
管

理
栄
養
士
の
状
況
と
取
り

組
み
は
。

答

市
の
保
健
師
は
、
保

健
担
当
が
９
人
、
そ
の
他

部
門
の
２
人
の
11
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
管
理
栄

養
士
は
現
在
１
人
で
す

が
、
学
校
の
養
護
教
員
と

協
力
し
な
が
ら
食
育
教
育

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問

市
外
や
県
外
、
若

者
か
ら
見
て
魅
力
あ
る

黒
石
を
つ
く
る
必
要
が

あ
る
。
将
来
を
見
据
え

た
定
住
対
策
と
し
て
定

住
促
進
会
議
を
設
置
し

て
は
ど
う
か
。

答

定
住
促
進
の
施
策

は
多
方
面
に
及
ん
で
い
る

た
め
、
そ
れ
ら
を
複
合
的

に
実
施
す
る
こ
と
が
効
果

的
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
第
５
次
総
合
計
画
の

進
捗
を
評
価
・
検
証
す
る

総
合
計
画
審
議
会
で
検
討

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
設

置
す
る
考
え
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

問

市
の
観
光
事
業
活

性
化
の
た
め
、
今
後
こ
み

せ
の
延
長
や
増
設
な
ど
、

市
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。
ま
た
、
金
平

成
園
の
公
開
後
、
こ
み
せ

と
の
関
連
は
。

答

こ
み
せ
が
連
な
る

延
長
や
増
設
に
つ
い
て

は
、
地
区
住
民
の
理
解
・

協
力
が
不
可
欠
。
町
内

が
集
ま
る
機
会
に
お
い

て
修
理
や
修
景
の
説
明
、

協
力
の
働
き
か
け
を
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
金

平
成
園
、
盛
美
園
、
こ
み

せ
通
り
を
結
ぶ
大
石
武

学
流
の
庭
園
め
ぐ
り
の

企
画
な
ど
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

問

今
後
の
小
・
中
学
校

適
正
配
置
に
お
け
る
い
じ

め
や
不
登
校
等
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
心
配
さ
れ
る
と

思
う
が
、
中
高
一
貫
教
育

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答

で
き
る
だ
け
ス
ム
ー

ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
、

事
前
に
交
流
会
や
交
流

学
習
な
ど
学
校
間
の
連

携
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
中
高
一
貫

教
育
に
つ
い
て
は
、
一
貫

校
の
創
設
は
難
し
い
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
実
現
が

可
能
か
調
査
し
て
い
き

ま
す
。

問

地
域
防
災
に
つ
い

て
は
。

答

今
年
度
に
一
部
の

地
区
に
自
主
避
難
組
織
が

組
織
さ
れ
、
大
変
心
強
い

と
感
じ
ま
す
。
市
民
主
導

に
よ
る
自
主
防
災
組
織
が

立
ち
上
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
避
難
所
に

は
案
内
板
、
発
電
機
を
設

置
し
ま
し
た
が
さ
ら
に
整

備
を
図
り
な
が
ら
、
地
区

協
議
会
と
の
連
携
体
制
を

構
築
し
て
い
き
ま
す
。

問

津
軽
海
峡
圏
観
光

推
進
の
動
き
に
対
し
て
、

そ
の
対
応
は
。

答

Ｊ
Ｒ
東
日
本
や
県

観
光
連
盟
が
協
力
的
で

あ
り
、
地
域
間
連
携
に
配

慮
し
、
独
自
の
施
策
と
広

域
観
光
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

福
士

ふ
く
し

幸
雄

ゆ
き
お

議
員

黒
石
市
民
ク
ラ
ブ

佐
々
木

さ
さ
き

隆 ゆ
た
か

議
員

黒
石
市
民
ク
ラ
ブ

工
藤

く
ど
う

和
子

か
ず
こ

議
員

黒
石
市
民
ク
ラ
ブ

停電中でもテレビを視聴可能

金平成園
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黒 石 市 議 会 だ よ り 平成 25年６月１日（6）

問

聖
域
は
守
ら
れ
な
い

事
態
が
明
ら
か
と
な
っ
た

が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に

対
す
る
市
長
の
見
解
は
。

答

国
内
外
の
経
済
状
況

を
考
え
る
と
、
た
だ
単
に

反
対
を
唱
え
る
だ
け
で
は

問
題
の
解
決
に
至
ら
な
い
。

今
後
の
推
移
を
見
守
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

問

生
活
保
護
基
準
の
切

り
下
げ
が
今
年
８
月
か
ら

行
わ
れ
る
。
生
活
保
護
か

ら
は
ず
れ
る
と
介
護
保
険

料
、
国
保
税
が
発
生
し
た

り
、
就
学
援
助
の
適
用
除

外
も
起
こ
る
。
生
活
保
護

受
給
者
の
み
な
ら
ず
、
貧

困
の
連
鎖
で
生
活
が
苦
し

く
な
る
市
民
が
増
え
る
が

黒
石
市
の
生
活
保
護
の
現

状
と
基
準
引
き
下
げ
に
よ

る
影
響
は
。

答

生
活
保
護
受
給
者

世
帯
数
は
、
平
成
24
年
12

月
時
点
で
５
３
８
世
帯
６

６
８
人
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
高
齢
者
の
世
帯
が

51
・
２
％
母
子
世
帯
３
・
２

％
障
が
い
者
世
帯
が
13
・

４
％
傷
病
者
世
帯
が
15
・

４
％
そ
の
他
16
・
８
％
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
25
年

度
は
全
く
影
響
が
あ
り
ま

せ
ん
が
27
年
度
以
降
に
つ

い
て
は
若
い
夫
婦
子
供
世

帯
の
全
国
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
で
は
月
１
万
６
千
円
程

度
の
減
と
母
子
世
帯
や
高

齢
者
世
帯
は
月
１
万
円
く

ら
い
の
減
と
試
算
さ
れ
て

い
る
が
詳
細
は
示
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。

問

平
成
25
年
生
産
米
の

生
産
量
２
５
０
㌧
減
に
な
っ

た
経
緯
と
取
り
組
み
は
。

答

生
産
数
量
の
減
に

つ
い
て
は
、
県
か
ら
の
指

摘
で
現
状
に
合
わ
せ
た
結

果
で
す
。
農
家
の
不
利
益

に
な
ら
な
い
よ
う
津
軽
み

ら
い
農
業
協
同
組
合
と
連

携
し
、
政
府
備
蓄
米
で
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

問

青
森
県
の
新
ブ
ラ

ン
ド
米
の
発
表
時
期
は
。

答

平
成
25
年
度
か
ら

２
年
間
の
試
験
栽
培
に
入

る
こ
と
を
青
森
県
か
ら
確

認
し
て
い
ま
す
。

問

配
分
基
準
単
収
決

定
時
と
販
売
出
荷
時
の
ふ

る
い
目
の
違
い
は
。

答

東
北
農
政
局
と
の

意
見
交
換
の
場
が
、
昨
年

か
ら
設
け
ら
れ
て
い
る
の

で
直
接
国
の
見
解
を
求
め

て
い
き
ま
す
。

問

農
家
の
労
働
人
口

確
保
策
と
国
の
各
種
制

度
に
お
け
る
パ
ー
ト
雇

用
の
要
件
緩
和
等
に
つ

い
て
は
。

答

国
の
制
度
を
活
用

し
て
労
働
人
口
の
確
保

に
努
め
る
ほ
か
、
農
業
機

械
導
入
助
成
事
業
な
ど

を
継
続
し
ま
す
。
要
件

緩
和
等
に
つ
い
て
も
、
国

の
見
解
を
求
め
て
い
き

ま
す
。

問

通
学
路
の
総
点
検

が
行
わ
れ
た
が
、
今
後
の

安
全
確
保
の
対
策
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
、
危
険
箇
所
の
改
善

は
地
域
の
要
望
と
即
し

て
い
る
の
か
。

答

29
カ
所
の
安
全
対

策
を
国
の
大
型
補
正
予

算
の
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用

し
て
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
県
道
に
関
し
て
は
、

地
域
要
望
と
即
し
て
い

な
い
所
も
あ
り
ま
す
の

で
県
と
相
談
を
し
て
い

き
ま
す
。

問

適
正
配
置
時
期
の

変
更
に
よ
る
耐
震
化
、
給

食
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。
廃
校
の
利
活
用
に
つ

い
て
は
。

答

校
舎
の
耐
震
化
は
、

25
年
度
で
完
了
し
ま
す
が

体
育
館
は
、
見
直
し
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
給
食
は
、
一
斉
実
施

を
目
指
し
総
合
的
に
判

断
。
廃
校
の
利
活
用
は
、

庁
内
連
絡
会
議
で
の
協
議

や
地
区
協
議
会
の
意
見
を

聞
い
て
ま
い
り
ま
す
。

工
藤

く
ど
う

俊
広

と
し
ひ
ろ

議
員

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

村
上

む
ら
か
み

啓
二

け
い
じ

議
員

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

工
藤

く
ど
う

禎
子

て
い
こ

議
員

日
本
共
産
党



黒 石 市 議 会 だ よ り（7）平成 25年６月１日

第１回定例会の議決結果と各会派の賛否一覧 （○は賛成、●は反対）

番 号 
会 派 名 

件   名 

自民・公
明クラブ 
10人 

黒石市民
ク ラ ブ 
５人 

日 本
共産党
１人 

議決結果

議案第１号 黒石市情報公開条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ 原案可決
議案第２号 黒石市公益的法人等への職員の派遣等に関する条例制定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第３号 黒石市特別職の職員の給料等に関する条例等の一部を改正する条例制定に
ついて ○ ○ ○ 原案可決

議案第４号 黒石市一般職職員の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例制定に
ついて ○ ○ ○ 原案可決

議案第５号 黒石市児童館・児童センター条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ 原案可決
議案第６号 黒石市未熟児養育医療費用徴収条例制定について ○ ○ ○ 原案可決
議案第７号 黒石市姥懐霊園墓地条例制定について ○ ○ ○ 原案可決
議案第８号 黒石市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ 原案可決
議案第９号 黒石市温泉供給事業条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ 原案可決
議案第１０号 黒石市都市公園条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第１１号 黒石市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準
を定める条例制定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第１２号 
黒石市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並び
に指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援
の方法に関する基準を定める条制定について

○ ○ ○ 原案可決

議案第１３号 黒石市都市公園の配置及び規模並びに公園施設の建築面積の基準を定める
条例制定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第１４号 黒石市高齢者、障害者等の移動等の円滑化のために必要な特定公園施設の
設置に関する基準を定める条例制定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第１５号 黒石市下水道条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第１６号 黒石市が管理する道路の構造の技術的基準及び道路標識等の設置基準を定
める条例制定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第１７号 黒石市布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資
格基準に関する条例制定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第１８号 損害賠償の額の決定について ○ ○ ○ 原案可決
議案第１９号 市道の路線認定について ○ ○ ○ 原案可決
議案第２０号 黒石地区消防事務組合の解散について ○ ○ ○ 原案可決
議案第２１号 黒石地区消防事務組合の解散に伴う財産処分について ○ ○ ○ 原案可決
議案第２２号 弘前地区消防事務組合への加入について ○ ○ ○ 原案可決
議案第２３号 黒石市消防団事務の委託の廃止について ○ ○ ○ 原案可決
議案第２４号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ○ ○ ○ 同  意
議案第２５号 平成２４年度黒石市一般会計補正予算（第１３号） ○ ○ ○ 原案可決
議案第２６号 平成２４年度黒石市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ 原案可決
議案第２７号 平成２４年度黒石市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ 原案可決
議案第２８号 平成２４年度黒石市介護保険特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ 原案可決
議案第２９号 平成２４年度黒石市観光施設事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ 原案可決
議案第３０号 平成２４年度黒石市国民健康保険黒石病院事業会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ 原案可決
議案第３１号 平成２５年度黒石市一般会計予算 ○ ● ● 原案可決
議案第３２号 平成２５年度黒石市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ● 原案可決
議案第３３号 平成２５年度黒石市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ 原案可決
議案第３４号 平成２５年度黒石市姥懐霊園墓地特別会計予算 ○ ○ ○ 原案可決
議案第３５号 平成２５年度黒石市介護保険特別会計予算 ○ ○ ● 原案可決
議案第３６号 平成２５年度黒石市観光施設事業特別会計予算 ○ ● ● 原案可決
議案第３７号 平成２５年度黒石市簡易水道特別会計予算 ○ ○ ○ 原案可決
議案第３８号 平成２５年度黒石市温泉供給事業特別会計予算 ○ ○ ○ 原案可決
議案第３９号 平成２５年度黒石市農業集落排水事業特別会計予算 ○ ○ ○ 原案可決
議案第４０号 平成２５年度黒石市土地取得特別会計予算 ○ ○ ○ 原案可決
議案第４１号 平成２５年度黒石市国民健康保険黒石病院事業会計予算 ○ ○ ○ 原案可決
議案第４２号 平成２５年度黒石市水道事業会計予算 ○ ○ ○ 原案可決
議案第４３号 平成２５年度黒石市下水道事業会計予算 ○ ○ ○ 原案可決
議案第４４号 平成２５年度黒石市中川財産区会計予算 ○ ○ ○ 原案可決
議案第４５号 平成２５年度黒石市上十川財産区会計予算 ○ ○ ○ 原案可決
議案第４６号 平成２５年度黒石市追子野木財産区会計予算 ○ ○ ○ 原案可決
議案第４７号 平成２５年度黒石市温湯財産区会計予算 ○ ○ ○ 原案可決
議案第４８号 平成２５年度黒石市袋財産区会計予算 ○ ○ ○ 原案可決
陳情第１号 「黒石市立図書館設置条例」の制定を求める陳情 ○ ○ ○ 採  択
議員提出議案第 1 号 黒石市議会委員会条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ 原案可決
議員提出議案第２号 黒石市議会会議規則の一部を改正する規則制定について ○ ○ ○ 原案可決

議員提出議案第３号 黒石市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条
例制定について ○ ○ ○ 原案可決

このほか、市長から提出された報告案件７件については、５件を承認し、２件の報告を受けました。 
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雪害状況の調査を実施
４月９日（火）経済建設常任委員会（大久保朝泰委員長）が中心となり、市内
３カ所のりんご園地を議員 10人で視察し、今冬の記録的な豪雪による被害状況
を確認しました。
りんご園では雪の重みで樹木の枝や幹が折れる被害が予想以上に深刻であり、
りんご園の修復等に向けた支援が必要であることを強く感じました。
視察後の意見交換会では、被害に遭われた農家の方々の負担を少しでも軽減で
きるよう、黒石市議会としても市や県に対し訴えていくことを確認しました。

議会豆知識

●一般質問
議員が本会議において、市の行政全

般にわたり、事務の執行状況及び将来
に対する方針等について所信をただし、
あるいは報告、説明を求め、または疑問
をただすことです。一般質問は定例会
に限っており、臨時会ではできません。
●質疑
議案などについて、疑義をただすた
めに行う発言のことです。質疑はあく
までも賛否または修正などの態度決定
が可能となるように不明確な点を明ら
かにするため行うものであり、議員は
自己の意見を述べることができません。

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
本会議では、条例の制定や改廃、予算など、黒石市をより暮
らしやすいまちにするため、市民の皆さんの日常生活に関連
するさまざまな案件を審議しています。
どなたでも傍聴できますので、傍聴を希望される方は、１階
庁舎案内または３階議会事務局へお越しください。
受付で住所・氏名・年齢を記入していただきます。

平成 24年は２回の議会報告会を開催しました
■開催状況
第１回 平成２４年６月２６日（火）
会場 スポカルイン黒石 18：30～20：00
報告内容
〇平成２４年黒石市議会第１回定例会
（３月議会）
・平成２４年度当初予算の報告
・平成２４年度重点事業の報告
・一般質問の報告
・質疑
〇出席議員 １５名
〇出席市民 ７０名

第２回 平成２４年１０月２７日（土）
会場 スポカルイン黒石 18：00～20：00
報告内容
〇平成２４年黒石市議会第２回、第３回定例会
（６月、９月議会）
・平成２３年度決算の報告
・平成２４年度重点事業の経過報告
・６月・９月議会一般質問の報告
・質疑

〇出席議員 １５名
〇出席市民 ５０名
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